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2022 年最初の 3連休　雪に恵まれ七戸町営スキー場賑わう
　1 月 10 日、成人の日、七戸町営スキー場は天候にも恵まれ、午前中からスキーやスノーボード、そ
り滑りを楽しむ人で賑わっていました。今シーズンは年末年始の豪雪の影響により豊富な雪に恵まれ、
「密」を気にせず楽しめるということもあり、訪れた人は青空のもと思い思いにシュプールを描いてい
ました。



議 会 だ よ り

○
七
戸
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
特
別
事
業
基
金
条
例

の
制
定

　
　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
規
定
す
る
、
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
特
別

事
業
の
財
源
と
な
る
基
金

　

に
関
し
、
必
要
事
項
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
七
戸
町
過
疎
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発

　

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
定
め
た
、

七
戸
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
に
記
載
さ
れ
た

区
域
内
に
お
い
て
一
定
の

事
業
用
資
産
を
取
得
し
た

者
に
対
し
、
固
定
資
産
税

を
免
除
す
る
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正

　
　

全
世
代
対
応
型
の
社
会

保
障
制
度
を
構
築
す
る
た

め
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
全
世
代
対
応

型
の
社
会
保
障
制
度
を
構

築
す
る
た
め
の
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
等
に
関
す
る

政
令
及
び
全
世
代
対
応
型

の
社
会
保
障
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
健
康
保
険
法

　

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う

厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の

整
備
等
に
関
す
る
省
令
の

公
布
に
伴
い
、
同
法
等
の

改
正
内
容
に
準
じ
て
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
改
正

　
　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改

正
を
含
む
「
第
９
次
地
方

分
権
一
括
法
」
の
成
立
に

よ
り
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
一
部
が
、
従

う
べ
き
基
準
か
ら
参
酌
す

べ
き
基
準
に
見
直
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
同
法
等
の

改
正
内
容
に
準
じ
て
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
子
ど
も
医
療
費
給
付
条
例

の
改
正

　
　

給
付
条
件
で
あ
る
所
得

要
件
の
撤
廃
及
び
支
給
対

象
を
出
生
か
ら
中
学
生
ま

で
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴

い
、
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
水
道
事
業
給
水
条
例
の
改

正

　
　

水
道
事
業
の
健
全
な
経

営
の
確
保
及
び
水
道
使
用

者
の
負
担
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、
水
道
料
金
の
額

を
改
正
す
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
押
印
の
見
直
し
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例

　
　

行
政
手
続
等
に
お
け
る

　

押
印
の
見
直
し
に
伴
い
、

　

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
内
部
組
織
の
再
編
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

　
　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
及
び
き
め

細
や
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
効
率
的
な
組

織
・
執
行
体
制
を
確
立
す

る
た
め
、
内
部
組
織
の
再

編
に
伴
う
関
係
条
例
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。☆

全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結

　
（
荒
熊
内
地
区
調
整
池
整
備

工
事
）

　
　

工
事
内
容
に
変
更
を
生

じ
た
の
で
、
契
約
金
額
の

変
更
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
及
び
町
条
例
の
規
定

に
よ
り
締
結
す
る
も
の
で

す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定

管
理
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

七
戸
町
公
園
施
設
の
管

理
を
南
部
縦
貫
株
式
会
社

に
行
わ
せ
る
も
の
で
す
。

　
（
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま

で
）

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定

管
理
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

七
戸
町
文
化
村
物
産
館

等
の
管
理
を
株
式
会
社
七

戸
物
産
協
会
に
行
わ
せ
る

も
の
で
す
。

　
（
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
）賛

成
14
人　

反
対
１
人

☆
可　
　

決　

　
　

哘　

清
悦　

議
員
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12
月定

例
会

12
月定

例
会

12
月定

例
会

12
月定

例
会

12
月定

例
会

12
月定

例
会

　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
11
月
30
日
に
開
会
し
、
田
嶋
輝
雄
議
会
運
営
副
委
員
長
の
報

告
の
と
お
り
、
会
期
を
３
日
ま
で
の
４
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

30
日
は
、
町
長
の
提
案
理
由
説
明
と
議
案
１
件
を
先
議
、
１
日
は
一
般
質
問
（
５
人
）、
最

終
日
の
３
日
は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

議

案

反
対

　
討
論

　

道
の
駅
し
ち
の
へ
は
、
近

隣
の
道
の
駅
と
比
べ
て
も
、

非
常
に
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、運
営
に
関
し「
産

直
友
の
会
」
に
つ
い
て
、
情

報
の
共
有
を
常
々
望
ん
で
き

た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
で
、
３
年
前
の
よ
う

な
体
制
に
戻
る
こ
と
に
は
反



（3）　第 67 号 令和 4年 2月１日議 会 だ よ り
　
　

三
上　

正
二　

議
員

　
　

附
田　

俊
仁　

議
員

○
令
和
３
年
度
補
正
予
算

　
（
次
項
表
参
照
）

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
改
正

　
　

青
森
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
に
準
じ
、
職
員
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

め
る
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

賛
成
13
人　

反
対
２
人

☆
可　
　

決

　

佐
々
木　

寿
夫　

議
員

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
改
正

　
　

町
長
等
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
改
め
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

　

条
例
の
改
正

　
　

町
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
を
改
め
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（
仮
称　

七
戸
町
総
合
ア

リ
ー
ナ
新
築
工
事　

建
築

工
事
）

　
　
（
仮
称
）
七
戸
町
総
合

ア
リ
ー
ナ
建
築
工
事
の
契

約
の
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

賛
成
14
人　

反
対
１
人

☆
可　
　

決

　
　

中
野　

正
章　

議
員

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（
仮
称　

七
戸
町
総
合
ア

リ
ー
ナ
新
築
工
事　

電
気

設
備
工
事
）

　
　
（
仮
称
）
七
戸
町
総
合

ア
リ
ー
ナ
電
気
設
備
工
事

の
契
約
の
た
め
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（
仮
称　

七
戸
町
総
合
ア

リ
ー
ナ
新
築
工
事　

機
械

設
備
工
事
）

　
　
（
仮
称
）
七
戸
町
総
合

ア
リ
ー
ナ
機
械
設
備
工
事

の
契
約
の
た
め
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

　
（
除
雪
グ
レ
ー
ダ
交
換
購

入
）

　
　

除
雪
グ
レ
ー
ダ（
4.0
ｍ
級
）

　

交
換
購
入
契
約
の
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
七
戸
町
土
地
改
良
事
業（
災

　

害
復
旧
事
業
）
の
施
行

　
　
「
令
和
３
年
８
月
９
日

か
ら
11
日
発
生
豪
雨
災

害
」
に
よ
り
被
災
し
た
農

地
及
び
農
業
用
施
設
の
災

害
復
旧
工
事
を
土
地
改
良

法
の
規
定
に
よ
り
施
行
す

る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
12
号
）

　
　

８
４
１
０
万
８
０
０
０

　

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

　

０
８
億
６
５
９
万
５
０
０

　

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
七
戸
町
の
教
育
に
関
す
る

　

事
務
の
管
理
及
び
執
行
の

　

状
況
の
点
検
及
び
評
価（
令

　

和
２
年
度
事
務
事
業
分
）
に

　

関
す
る
報
告

　
　

地
方
教
育
行
政
の
組
織

　

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

　

第
26
条
第
１
項
の
規
定

　

に
よ
り
、
報
告
す
る
も
の

　

で
す
。

☆
報　
　
　
　

告

○
議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て

　

３
月
定
例
会
ま
で
の
期
限

　

と
し
て
議
会
改
革
特
別
委

　

員
会
付
託
の
上
、
審
査

　
　

13
番
田
島
政
義
議
員

か
ら
「
議
員
定
数
削
減
に

つ
い
て
３
月
議
会
ま
で
の

期
限
と
し
て
議
会
改
革
特

別
委
員
会
付
託
の
上
、
審

査
さ
れ
た
い
」
と
の
動
議

が
提
出
。

　
　
　
　

☆
原
案
可
決

動
議
全
文

追
加
議
案

賛
成

　
討
論

賛
成

　
討
論

反
対

　
討
論

反
対

　
討
論

報　

告

動　

議

対
で
す
。

　

３
年
前
に
比
べ
れ
ば
、
役

員
人
事
の
改
選
も
あ
り
、
良

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
評
価

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、「
産
直

友
の
会
」
の
意
見
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を

要
望
し
、
賛
成
し
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
で
物
産
協
会

は
、
経
営
的
に
と
て
も
い
い

状
態
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
一
度
、
元
の
状
態
に
戻

す
、
公
設
民
営
の
状
態
に
す

る
こ
と
で
賛
成
し
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
労
働
者
の

賃
金
は
、
こ
こ
20
年
、
ほ
と

ん
ど
上
が
っ
て
い
な
い
な
か
、

今
年
の
冬
は
、
ガ
ソ
リ
ン
や

灯
油
の
値
段
が
上
が
り
町
民

の
生
活
は
非
常
に
厳
し
い
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
給
与
を

下
げ
る
と
い
う
こ
と
に
は
賛

成
で
き
ま
せ
ん
。

　

当
町
の
現
状
は
、
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
少
子
化
、
人

口
減
少
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

さ
ら
に
悪
化
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な

か
、
ア
リ
ー
ナ
建
築
工
事
の

規
模
は
、
人
口
１
万
５
０
０

０
人
の
当
町
に
合
っ
て
い
る

の
か
。
身
の
丈
に
合
っ
て
い

な
い
の
は
明
ら
か
で
す
。
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
を
な
く
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
反
対
し
ま
す
。

　

当
町
の
議
員
定
数
は
、
合

併
当
初
、
在
任
特
例
で
36
名
、

平
成
19
年
に
18
名
、
平
成

23
年
に
16
名
と
、
段
階
的
に

削
減
し
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
合
併
後
15
年
以
上
が

経
過
し
、
町
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
こ
の

人
口
減
少
は
、
地
方
交
付
税

の
配
分
に
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。
町
で
も
定
員
適
正

化
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
数

を
削
減
し
、
町
政
運
営
に
あ

た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。同
様
な
考
え
方
か
ら
、

議
員
も
み
ず
か
ら
定
数
を
削

減
し
な
が
ら
も
、
議
会
の
活



令和 4年 2月１日 議 会 だ よ り 第 67 号　（4）

○
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
10
号
）

　
　

９
９
０
９
万
９
０
０
０

　

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

　

０
４
億
７
９
６
５
万
４
０

　

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

　
（
除
雪
ド
ー
ザ
交
換
購
入
）

　
　

除
雪
ド
ー
ザ（
11
ｔ
級
）

　

交
換
購
入
契
約
の
た
め
、

　

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

　

の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
《
令
和
３
年
度
予
算
関
係
》

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
８
号
）

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
９
号
）

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
３
号
）

☆
全
会
一
致
で
承
認

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　

・
自
動
車
損
傷
事
故
に
係

　
　

る
和
解
及
び
損
害
賠
償

　
　

の
額
を
定
め
る
こ
と
に

　
　

つ
い
て

　
　
（
報
告
38
号
）

☆
全
会
一
致
で
承
認

第
３
回

臨 

時 

会

令
和
３
年
10
月
28
日

議

案

報　

告

学生：「動議」って何ですか？
先生：動議とは、諸説紛々であり、

その取扱いが非常に面倒です。
簡単に説明すると、本会議また
は委員会において意思決定を求
めるための提議で、案を備えな
いとするのが通説であり、これ
といった定義はないので、法令
に違反しない限り、所定の賛成
者があれば提出することができ
ます。

学生：今回 、 １ ３ 番 田 島 議 員 が 提
出した動議は？

先生：賛 成 者 が ２ 名 あ り 、 動 議 が
提出されたあと、すぐに議会運
営委員会が行われ、法令等に違
反していないか、賛成者の確認
などをし、本会議で議長が議題
とすることの宣告をし、議題と
なりました。

学生：わ か っ た よ う な 、 わ か ら な
いような…。でも、議員から議
会に対してなされる単純な提議
であって、それが議会の議決を
経るべきものだということは、
わかりました。

「七戸公営　柏葉塾」の見学会
　１０月２８日に柏葉塾の見学会が行われました。当日
は、塾長や講師の方から施設の説明や塾の授業内容等の
説明がありました。特に「自学自習力を高めること」を
目標に、個別指導と映像指導を併用しているとのことで
した。議員からは、「施設が明るく、オープンな作りで、
集中できる環境」という感想がありました。

「七戸浄水場」の現地視察
　１０月２６日に七戸浄水場の現地視察が行われました。
当日は、上下水道課長から施設の現状、給水能力、今後の
改修計画等の説明がありました。また、８月の豪雨による
災害のときの状況などの説明がありました。意見交換では、
荒熊内地区にこれから商業施設や住宅等が増えた場合、給水
能力は十分なのか等、たくさんの意見交換がありました。 沈　殿　池

個別学習室

定例会・臨時会での主な感染症対策
・会議室入出時の手指消毒、マスク着用　・ドアや窓を開放しての会議室の換気
・傍聴者に感染症対策への協力を要請　　・風邪症状がある場合の会議出席自粛

但し、議長が許可する場合は、この限りではありません。
例えば、飛行機や重機の騒音による窓の開閉、一般質問による壇上や質問者席で
のマスクの脱着等。

区　　　分 補  正  額 予算総額  一般会計補正予算
 歳入の主なもの
　 固定資産税(現年課税分)

1億1,800万0千円
　 国庫支出金(新型コロナウイルスワクチン
 　接種対策費負担金）　　  1,759万7千円
 　県支出金(農林水産業施設災害復旧事業費
 　補助金）　　　　　　　  4,923万2千円
 歳出の主なもの
　 ふるさと納税返礼品　　　1,080万0千円
　 新型コロナウイルスワクチン
　 　接種業務委託料　 　 　 1,956万9千円
　 災害復旧工事費（補助分)　3,400万0千円

一　般　会　計 2億4,283万3千円 107億2,248万7千円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 1,718万7千円 18億2,690万9千円
後期高齢者医療 1,767万2千円 4億3,951万9千円
介 護 保 険 4,227万5千円 27億6,043万3千円
介護サービス事業 0千円 536万5千円
公共下水道事業 991万7千円 4億1,086万0千円

水 道 事 業 会 計
収益的収入  7万0千円
収益的支出  395万4千円

3億3,543万0千円
3億0,679万7千円

   

令
和
３
年
度

  

　 

12
月
補
正
予
算

ことばのヒント！

動議って？？
～ 視察・見学レポート ～

性
化
を
め
ざ
す
べ
き
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
当

議
会
に
は
、
議
会
改
革
特
別

委
員
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

３
月
の
定
例
会
ま
で
に
議
員

定
数
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ

と
の
提
案
を
動
議
と
し
て
提

出
し
ま
す
。
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令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

質
問
者　

田
嶋
輝
雄　
議
員

　

地
域
防
災
力
の
向
上
対
策

に
つ
い
て

答
　
弁

　

住
民
の
生
活
を
守
る
た
め

に
、消
防
団
の
役
割
と
い
う
の

は
、
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

十
分
検
討
し
な
が
ら
対
処
し

た
い
。

進
捗
状
況
（
総
務
課
）

　

消
防
団
の
役
割
に
つ
い
て
、

災
害
が
多
発
化
・
激
甚
化
す
る

な
か
、
消
防
団
員
の
負
担
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

年
報
酬
や
費
用
弁
償
の
見
直

し
な
ど
、
消
防
団
員
の
確
保
に

向
け
て
処
遇
の
改
善
を
検
討

し
て
い
る
。

質
問
者　

中
野
正
章　
議
員

　

七
戸
・
天
間
林
両
地
区
の
地

域
体
制
の
違
い
を
解
消
す
る

た
め
に
、
町
内
全
地
区
に
分
館

体
制
を
設
け
る
考
え
は
。

答
　
弁

　

勉
強
会
や
研
究
会
、
そ
う
い

っ
た
も
の
を
立
ち
上
げ
て
、
町

内
の
分
館
体
制
を
何
と
か
作

っ
て
い
け
な
い
も
の
か
と
い
う

事
で
、
今
後
、
取
り
組
み
の
検

討
を
進
め
た
い
。

進
捗
状
況
（
中
央
公
民
館
）

　

15
分
館
の
分
館
長
・
分
館

主
事
に
対
し
、今
後
の
分
館
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
も
と
に
関
係
課
と
協
議

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

質
問
者　

哘　
清
悦　
議
員

　

町
内
各
地
の
道
路
や
歩
道

の
積
雪
情
報
や
除
雪
状
況
を

防
災
無
線
で
伝
え
て
は
。ま
た
、

除
雪
に
限
ら
ず
メ
ー
ル
は
利
用

方
法
に
よ
り
多
様
な
効
果

が
期
待
で
き
る
。
メ
ー
ル
の
一

斉
送
信
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
　
弁

　

防
災
無
線
は
、迅
速
に
情
報

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

今
の
と
こ
ろ
一
番
い
い
も
の

だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
新

た
な
や
り
方
を
検
討
し
て
構

築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、時

代
が
変
わ
り
メ
ー
ル
に
対
す

る
理
解
度
が
上
が
っ
て
い
る
。

今
後
、十
分
検
討
し
て
早
め
の

導
入
を
目
指
す
。

進
捗
状
況
（
建
設
課
）

　

通
行
止
め
の
情
報
に
つ
い

て
は
、
メ
ー
ル
に
代
わ
り
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
を

行
う
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
各

路
線
の
情
報
に
つ
い
て
、
町
道

は
国
道
や
県
道
と
比
べ
、
延
長

が
短
く
路
線
数
が
多
い
。
道
路

網
全
体
の
正
し
い
生
き
た
情

報
を
伝
え
る
こ
と
は
極
め
て

難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
ち

ら
に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
で
細
や
か
な
気
象

状
況
を
容
易
に
取
得
で
き
る

環
境
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
活
用

を
呼
び
掛
け
た
い
。

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

質
問
者　

附
田
俊
仁　
議
員

　

部
活
動
及
び
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
化
の
考

え
は
。

答
　
弁

　

令
和
２
年
度
に「小
中
学
校

に
お
け
る
運
動
部
活
動
の
方

針
」を
策
定
し
、検
討
を
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
学
校
教
育

と
社
会
教
育
の
融
合
策
を
検

討
し
な
が
ら
、児
童
、生
徒
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

進
捗
状
況
（
生
涯
学
習
課
）

　

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

お
け
る
現
況
は
、
小
学
生
に
お

い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

活
動
が
定
着
し
て
お
り
、
中
学

生
に
お
い
て
は
、
学
校
部
活
動

が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
中
学

生
に
お
い
て
は
、
小
学
生
と
同

様
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し

て
組
織
化
す
る
こ
と
で
、
専
門

の
指
導
者
に
よ
る
高
度
な
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、

部
活
動
が
な
く
な
り
中
学
校

体
育
連
盟
が
主
催
す
る
大
会

へ
の
参
加
資
格
が
な
く
な
る

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、中
学
生
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
、当
面
の
間
、現
状
の
と

お
り
学
校
部
活
動
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

特 集
町政に生かされているか！

一般質問、その後 … 追 跡

議
員
主
導
に
よ
る政

策
論
議
の
効
果
は
！

一
般
質
問
は
、
議
員
主
導
に
よ
る
政
策
論
議
で
す
。
今
回
は
、
令
和
３
年

第
１
回
定
例
会
と
第
２
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、「
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
た
事
項
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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　12 月定例会では、５人の議員から２７件の一般質問がおこなわれ、移住・定

住対策や自殺防止対策についてなど、活発な議論が展開されました。

※通告制とは、発言等をする場合、あらかじめ議長に対し発言要旨などを記載した文書を提出することです。

　「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導による政策論議であり、年４回の定

例会で行われます。

　質問する議員も受ける執行機関も、ともに十分な準備が必要であるため、通告制※が

採用されています。

　議員が行財政全般にわたり、事務の執行状況及び将来の方針等について所信をただ

し、事実関係を明らかにすることにより、現行の政策の確認、変更、是正、あるいは

新規の政策を採用させる目的と効果があります。

住みよいまちづくりのために

町 政 の こ こ が 聞 き た い

一 般 質 問

 

ページ 質　問　者 主　な　質　問　項　目

８ 佐々木　寿　夫　議員

◎町の移住・定住対策について

・町への転入・転出について、１０年間の推移は。

・町は、移住・定住対策として何に取り組んでいるか。また、それぞれの実績は。

・七戸町移住支援金の支給要件を拡げる考えは。

・町独自で子育て世帯の移住者に、支援金を支給する考えは。

・シェアオフィスを作る考えは。また、サテライトオフィスを誘致する考えは。

◎福祉灯油について

・福祉灯油の過去の町の取り組みは。

・福祉灯油へ取り組む考えは。

◎子ども医療費について

・子どもの医療費の無償化について、近隣の町村の状況は。

・町も高校生まで医療費を無償にする考えは。
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ページ 質　問　者 主　な　質　問　項　目

９ 二ツ森　英　樹　議員

◎農家支援対策について
・今年度は、米価下落緊急対策支援交付金が給付されることになったが、これから先
も農作物が価格急落になった場合、支援する考えなのか。
・原油高騰による肥料の値上がり対策として、値上がり分について町で補助する考え
は。

◎除雪隊のコロナ感染対策について
・除雪隊の待機場所の感染対策は。
・仮に、除雪隊の中でクラスターが発生した場合の対策は。

◎世界遺産二ツ森貝塚のこれからについて
・これから冬になると来訪者は減少すると思うが、世界遺産二ツ森貝塚をもっと宣伝
するため、冬にしかできないイベントを行う考えは。
・グラウンドに縄文広場を作る計画は。

10 向中野　幸　八　議員

◎町の自殺者数の状況と防止対策について
・県内の今年１月から７月までの自殺者は１８０名で過去最高である。町の現状は。
・守秘義務及び個人情報保護法等により情報入手が厳しいなか、自殺者・未遂者の把
握や相談機関へ繋げるための取り組みは。

◎公立七戸病院への負担金について
・公立七戸病院の翌年度繰越欠損金は、増加の一途をたどっているが、来年度以降の資
金不足比率改善のための基準外操出金の有無及び負担金額の見込みは。

◎町における空き家対策について
・令和２年の予算審査特別委員会において、町内の空き家は２２９件であるとの報告
があった。現在の空き家数は。
・町のホームページで閲覧できる空き家等情報バンクには数件しか確認できず、実際
の空き家数とは大幅に異なる。登録が進まない要因は。
・県内の多くの自治体は、不動産業者と繋がりの深い「青森県宅地建物取引業協会」
と協定を結んでいる。町では全国版空き家バンクに登録をしているが、県内他市町村
からの移住者への情報提供を考慮すれば、同協会と協定を結ぶべきでは。

◎学校給食への七戸町産食材の提供について
・中部上北学校給食センターへの、七戸町産の食材の納入量は。
・給食への食材納入は、価格や規格に制限があり難しい部分もあるが、町として学校
給食に、七戸町産の食材を積極的に取り入れてもらうための取り組みは。

11 田　島　政　義　議員

◎インフルエンザ予防接種について
・インフルエンザワクチンの当町における確保量と配分方法は。
・広報１１月号に予防接種実施のお知らせが掲載された。発行時点ですでに、七戸病
院の高齢者の方々の予約が終了していたのはなぜか。

12 山　本　泰　二　議員
◎行政広報について
・行政の案内を町民に伝える手段には、どのようなものがあるか。
・インターネットの広報番組で、行政について案内する考えは。

※一般質問は、制限時間５０分、通告内容を１件ずつ発言して順番に質疑応答をしていく「一問一答方式」です。
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一
般
質
問国や県の仕組みを参考としながら、町独自で

移住者の増加、定住の促進につなげられる新たな
制度を検討していく

七戸町移住支援金の支給要件を
　　　　　拡げる考えは

議　

員

　

町
へ
の
転
入
・
転
出
者
に
つ

い
て
、
こ
こ
10
年
間
の
推
移

は
。

町
　
長

　
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
の

総
人
口
は
、１
万
6
7
5
9
人
、

住
民
基
本
台
帳
人
口
動
態
に
よ

る
転
入
者
数
４
３
０
人
、転
出

者
数
5
3
7
人
で
1
0
7
人
の

転
出
超
過
。平
成
27
年
の
総
人

口
は
、１
万
５
７
０
９
人
、転

入
者
数
４
２
６
人
、転
出
者
数

４
８
２
人
で
５
６
人
の
転
出
超

過
。令
和
２
年
の
総
人
口
は
、

令
和
３
年
11
月
30
日
発
表
で
、

１
万
４
５
５
６
人
、転
入
者
数

３
４
０
人
、転
出
者
数
３
８
３

人
で
43
人
の
転
出
超
過
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

町
は
、移
住
・
定
住
対
策
と

し
て
、何
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。
そ
の
実
績
は
。

町
　
長

　
子
育
て
世
帯
や
新
婚
世
帯

が
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
し

た
際
の
家
賃
補
助「
ヤ
ン
グ
フ

ァ
ミ
リ
ー
定
住
支
援
事
業
」は
、

18
世
帯
、
２
４
４
万
１
０
０

０
円
を
補
助
。転
入
し
た
方
へ

新
築
住
宅
の
建
設
費
を
補
助

す
る「
定
住
促
進
新
築
住
宅
建

設
支
援
事
業
」
は
、
12
世
帯

に
６
３
３
万
円
を
補
助
。空
き

家
や
空
き
地
の
利
活
用
を
図

り
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

「
空
き
家
・
空
き
地
利
活
用
事

業
」
は
、
１
世
帯
に
30
万
円

を
補
助
。
お
試
し
で
短
期
間
の

移
住
体
験
で
き
る
「
し
ち
の
へ

暮
ら
し
“
わ
ん
つ
か
”
体
験
住

宅
」
は
、
８
件
の
利
用
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
１
件
２
名
が
一
時

的
で
あ
り
ま
す
が
、
移
住
に
つ

な
が
っ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

議　

員

　

七
戸
町
移
住
支
援
金
の
支

給
要
件
を
拡
げ
る
考
え
は
。

町
　
長

　
現
在
、町
が
実
施
し
て
い
る

移
住
支
援
金
の
支
給
要
件
は
、

東
京
23
区
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
方
が
町
へ
移
住

し
て
就
業
や
起
業
等
を
し
た

際
に
該
当
と
な
る
も
の
で
す

が
、こ
れ
ま
で
支
給
実
績
は
あ

り
ま
せ
ん
。今
後
、国
や
県
の

仕
組
み
を
参
考
と
し
な
が
ら
、

町
独
自
で
移
住
者
の
増
加
、ま

た
定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
ら

れ
る
新
た
な
制
度
を
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

町
独
自
で
子
育
て
世
帯
の

移
住
者
に
支
援
金
を
支
給
す

る
考
え
は
。

町
　
長

　「
定
住
促
進
新
築
住
宅
建

設
支
援
事
業
」の
令
和
２
年
度

実
績
12
世
帯
の
う
ち
、
７
世

帯
が
40
歳
未
満
の
夫
婦
の
た

め
、若
者
特
典
と
し
て
補
助
上

限
の
50
万
円
に
加
え
て
、
さ

ら
に
10
万
円
を
加
算
し
て
補

助
し
て
お
り
ま
す
。「
ヤ
ン
グ

フ
ァ
ミ
リ
ー
定
住
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
も
、
18
世
帯
の
う

ち
、子
育
て
世
帯
区
分
と
し
て

15
世
帯
が
支
給
対
象
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。今
後
も
現
行
の

補
助
事
業
の
効
果
を
検
証
し

な
が
ら
、よ
り
移
住
・
定
住
対

策
に
有
効
な
制
度
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議　

員

　

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
作
る

考
え
は
。ま
た
、サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
誘
致
す
る
考
え

は
。

町
　
長

　
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い

て
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
、空
き
家
を
利
用
し
て
設
置

を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、物

件
の
調
査
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
な

ど
、
活
動
中
で
あ
り
ま
す
。サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て

は
、
今
年
６
月
に「
七
戸
町
空

き
公
共
施
設
等
利
活
用
促
進
条

例
」
を
制
定
し
、
こ
の
制
度
を

適
用
し
、募
集
し
て
ま
い
り
ま

す
。

 

議　

員

　

福
祉
灯
油
の
過
去
の
取
り

組
み
は
。

町
　
長

　
平
成
19
年
度
に
県
の
補
助

金
を
活
用
し
て
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
約

９
２
０
世
帯
、
４
６
２
万
円
を

助
成
。
翌
平
成
20
年
度
は
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
７

７
０
世
帯
、
５
５
０
万
円
を
灯

油
代
と
し
て
一
部
助
成
を
し

て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

福
祉
灯
油
に
取
り
組
む
考

え
は
。

町
　
長

　
平
成
19
年
、
20
年
当
時
に

お
い
て
、灯
油
の
価
格
は
１
リ

ッ
ト
ル
当
た
り
１
３
０
円
を

超
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

緊
急
対
策
と
し
て
灯
油
助
成

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、今
の

時
点
で
の
緊
急
支
援
と
い
う

の
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

議　

員

　

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
償

化
に
つ
い
て
、近
隣
町
村
の
状

況
は
。

町
　
長

　
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の

無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
の

は
、
上
十
三
地
域
、
９
市
町

村
の
う
ち
、東
北
町
と
横
浜
町
で

あ
り
ま
す
。

議　

員

　

高
校
生
ま
で
医
療
費
を
無

償
に
す
る
考
え
は
。

町
　
長

　
今
の
時
点
で
の
実
施
と
い

う
の
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

一問一答方式

佐々木寿夫 議員

町長

移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

福
祉
灯
油
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
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議　

員

　

今
年
度
は
米
価
下
落
に
よ

り
、米
農
家
の
方
は
大
変
苦
し

い
年
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
厳

し
い
状
況
に
、町
で
は
米
価
下

落
緊
急
対
策
と
し
て
支
援
金

を
給
付
、こ
れ
に
よ
り
米
農
家

の
方
も
来
年
へ
の
意
欲
が
持

て
た
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
、

こ
れ
か
ら
先
も
米
だ
け
で
は
な

く
、農
作
物
の
価
格
急
落
が
あ

っ
た
場
合
の
考
え
は
。

町
　
長

　
野
菜
、
果
樹
、
花
卉
な
ど
に

お
け
る
収
入
減
少
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
、
高
収
益
作
物
次

期
作
支
援
交
付
金
に
よ
り
、生

産
者
の
営
農
継
続
を
支
援
し

て
き
ま
し
た
。米
価
下
落
緊
急

対
策
支
援
交
付
金
及
び
高
収

益
作
物
次
期
作
支
援
交
付
金

は
、い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
緊
急
対
策
で
あ
り
ま
す
。コ

ロ
ナ
終
息
の
平
時
に
お
い
て

は
、交
付
金
等
の
支
援
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

議　

員

　

原
油
高
騰
に
よ
り
化
学
肥

料
の
価
格
も
値
上
が
り
し
て

い
ま
す
。米
価
下
落
で
厳
し
い

状
況
下
、経
営
の
安
定
と
生
産

意
欲
を
高
め
る
た
め
、肥
料
の

値
上
が
り
対
策
と
し
て
、値
上

が
り
分
を
補
助
す
る
考
え
は
。

町
　
長

　
原
油
高
騰
に
よ
る
肥
料
を

初
め
、
資
材
費
、
燃
料
費
等
の

値
上
が
り
は
、農
業
の
み
な
ら

ず
、
運
輸
、
製
造
、
販
売
等
、

各
分
野
に
お
い
て
経
営
を
圧

迫
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
農

家
支
援
対
策
と
し
て
、肥
料
の

値
上
が
り
分
に
つ
い
て
、町
単

独
で
の
補
助
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
国
、
県
等
の

原
油
高
騰
対
策
の
動
向
を
注

視
し
、適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議　

員

　

最
近
、全
国
的
に
コ
ロ
ナ
の

感
染
者
は
減
少
し
て
き
て
い

ま
す
。し
か
し
、気
が
緩
み
感

染
対
策
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、

第
６
波
が
起
こ
る
こ
と
が
心

配
で
す
。こ
れ
か
ら
雪
の
季
節

に
な
り
ま
す
が
、除
雪
隊
の
待

機
場
所
の
感
染
対
策
は
。

町
　
長

　
除
雪
隊
の
事
務
室
等
の
広

さ
と
待
機
人
数
は
、七
戸
地
区

が
約
30
平
方
メ
ー
ト
ル
７
人
、

天
間
林
地
区
が
約
30
平
方
メ

ー
ト
ル
に
10
人
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、

除
雪
期
間
中
、ほ
と
ん
ど
の
作

業
が
未
明
か
ら
早
朝
に
か
け

て
で
あ
り
、不
規
則
な
生
活
が

強
い
ら
れ
ま
す
。自
ら
感
染
防

止
を
含
め
、体
調
管
理
に
十
分

注
意
し
、で
き
る
だ
け
人
と
の

接
触
を
控
え
る
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
両
地
区
の

事
務
室
等
の
出
入
り
口
に
は
、

消
毒
液
や
検
温
機
器
を
備
え

付
け
、注
意
喚
起
の
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
す
る
な
ど
の
対
策
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

仮
に
除
雪
隊
の
中
で
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
、待

機
場
所
の
使
用
者
が
濃
厚
接

触
者
と
な
り
、数
日
間
除
雪
作

業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。職

場
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た

時
の
対
策
は
。

町
　
長

　
七
戸
地
区
、
天
間
林
地
区

の
ど
ち
ら
か
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
た
場
合
、残
る
１
地
区

と
除
雪
受
託
業
者
と
で
幹
線

道
路
最
小
限
の
生
活
路
線
の

確
保
を
優
先
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、そ

の
よ
う
な
状
況
に
陥
ら
な
い

よ
う
に
マ
ス
ク
の
着
用
、手
指

の
消
毒
、
検
温
等
、
徹
底
し
た

感
染
防
止
対
策
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

議　

員

　

こ
の
夏
、世
界
文
化
遺
産
に

登
録
決
定
し
た
二
ツ
森
貝
塚

で
す
が
、
公
園
も
整
備
さ
れ
、

二
ツ
森
貝
塚
館
も
開
館
し
、た

く
さ
ん
の
方
が
来
訪
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬
に
な
り
、

来
訪
者
は
減
少
す
る
と
思
い

ま
す
。世
界
遺
産
二
ツ
森
貝
塚

を
も
っ
と
宣
伝
す
る
た
め
に
、

冬
に
し
か
で
き
な
い
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
考
え
は
。

町
　
長

　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、大

規
模
な
も
の
は
ま
だ
実
施
し

て
お
り
ま
せ
ん
。来
館
者
に
再

訪
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

二
ツ
森
貝
塚
館
で
の
体
験
講

座
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。二
ツ
森
貝
塚
館

開
館
後
、初
め
て
の
冬
と
い
う

こ
と
で
、来
訪
者
が
ど
れ
く
ら

い
に
な
る
の
か
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、現
時
点

で
は
、冬
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、ど
の
時

期
に
ど
の
よ
う
な
規
模
で
実

施
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
な
の
か

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

議　

員

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
縄
文
広
場

を
作
る
計
画
は
。

町
　
長

　
現
時
点
で
は
、計
画
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
で
は
な
く
、試
験

的
に
実
施
し
た
土
器
の
野
焼

き
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用

を
想
定
し
た
り
、史
跡
公
園
と

の
兼
ね
合
い
を
考
慮
し
、竪
穴

建
物
や
掘
立
柱
建
物
な
ど
を

設
置
す
る
な
ど
、体
験
活
動
が

で
き
る
こ
と
を
軸
と
し
て
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

二ツ森貝塚館がある、旧天間東小学校
グラウンドを縄文広場にする計画は

一
般
質
問 史跡公園との兼ね合いを考慮し、竪穴建物や

掘立柱建物などの設置、体験活動ができることを
軸として検討

二ツ森英樹 議員

一問一答方式

町長

除
雪
隊
の

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ
い
て

農
家
支
援
対
策
に
つ
い
て

世
界
遺
産
二
ツ
森
貝
塚

の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
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一
般
質
問経常収支改善のための負担金として

令和４年度から７年度の４年間、毎年度
七戸町と東北町あわせて１億円を見込んでいる

公立七戸病院への来年度以降の
基準外操出金の有無、負担金額は

議　

員

　

今
年
の
１
月
か
ら
７
月
ま

で
の
県
内
の
自
殺
者
数
は
、１

８
０
名
で
過
去
最
高
で
あ
る
。

当
町
の
現
状
は
。

町
　
長

　
当
町
の
今
年
の
１
月
か
ら
７

月
ま
で
の
自
殺
者
数
は
3
名
で
、

昨
年
同
時
期
と
比
較
し
て
２
名

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
近
年

の
傾
向
と
し
て
は
、
県
同
様
に

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

議　

員

　

守
秘
義
務
及
び
個
人
情
報

保
護
法
等
に
よ
り
情
報
入
手

が
厳
し
い
な
か
、自
殺
者
・
未

遂
者
の
把
握
や
相
談
機
関
へ

繋
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

町
　
長

　
自
殺
者
に
つ
い
て
は
、そ
の

情
報
等
を
把
握
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、自
殺
未
遂
者
に

つ
い
て
は
、個
人
情
報
の
守
秘

義
務
等
に
よ
り
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

救
急
搬
送
さ
れ
た
医
療
機
関

で
は
、自
殺
未
遂
者
の
支
援
を

継
続
し
て
介
入
で
き
る
体
制

が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
。当
町

で
は
、役
場
庁
内
各
課
と
の
連

携
会
議
や
関
係
機
関
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
等
に
お
い

て
、情
報
の
収
集
・
共
有
を
図

り
、相
談
機
関
へ
つ
な
げ
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

公
立
七
戸
病
院
の
翌
年
度

繰
越
欠
損
金
は
、増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
が
、来
年
度

以
降
の
資
金
不
足
比
率
改
善

の
た
め
の
基
準
外
操
出
金
の

有
無
及
び
負
担
金
額
の
見
込

み
は
。

町
　
長

　
来
年
度
以
降
の
経
常
収
支

改
善
の
た
め
の
負
担
金
に
つ

い
て
は
、令
和
４
年
度
か
ら
７

年
度
ま
で
の
４
年
間
、毎
年
度
、

両
町
あ
わ
せ
１
億
円
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

運
営
方
針
並
び
に
改
善
内
容

に
注
視
し
、経
常
収
支
改
善
の

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

令
和
２
年
度
の
予
算
審
査

特
別
委
員
会
に
お
い
て
、町
内

の
空
き
家
は
、２
２
９
件
と
の

報
告
が
あ
っ
た
が
、現
在
の
空

き
家
数
は
。

町
　
長

　
令
和
２
年
度
に
報
告
し
た

空
き
家
の
件
数
は
、防
災
に
お

け
る
実
態
調
査
の
た
め
把
握

し
た
件
数
で
あ
り
ま
す
。そ
の

後
、調
査
を
行
っ
て
い
な
い
た

め
、現
在
把
握
し
て
い
る
件
数

は
、前
回
同
様
２
２
９
件
で
あ

り
ま
す
が
、お
そ
ら
く
１
年
経

過
し
、さ
ら
に
増
え
て
い
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
る
空
き
家
等
情
報
バ

ン
ク
に
は
、数
件
し
か
確
認
で

き
ず
、実
際
の
空
き
家
数
と
は
、

大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
が
、登

録
が
進
ま
な
い
要
因
は
。

町
　
長

令
和
３
年
11
月
現
在
、町
の
空

き
家
等
情
報
バ
ン
ク
に
掲
載
し

て
い
る
物
件
は
、空
き
家
が
１

件
、空
き
地
が
４
件
で
あ
り
ま

す
。登
録
が
進
ま
な
い
要
因
は
、

相
続
手
続
き
や
関
係
者
間
で
合

意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

議　

員

　

県
内
の
多
く
の
自
治
体
が
、

不
動
産
業
者
と
つ
な
が
り
の

深
い
「
青
森
県
宅
地
建
物
取

引
協
会
」と
協
定
を
結
ん
で
い

る
。当
町
は
、全
国
版
の
空
き

家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る

が
、県
内
他
市
町
村
か
ら
の
移

住
希
望
者
へ
の
情
報
提
供
を

考
慮
し
、同
協
会
と
協
定
を
結

ぶ
考
え
は
。

町
　
長

　
他
市
町
村
の
取
り
組
み
を

調
査
研
究
し
、ま
た
青
森
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
等
と
の

協
定
締
結
を
視
野
に
、さ
ら
に

は
町
内
の
宅
建
業
者
等
と
も

連
携
し
、空
き
家
等
の
情
報
共

有
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議　

員

　

七
戸
町
産
の
食
材
は
、中
部

上
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

ど
の
く
ら
い
納
入
さ
れ
て
い
る

か
。

教
育
長

令
和
２
年
度
の
実
績
で
、
七

戸
町
産
の
み
よ
こ
米
３
万
１

４
７
３
キ
ロ
、ナ
ガ
イ
モ
２
２

０
キ
ロ
、
ア
ピ
オ
ス
粉
末
14

キ
ロ
、地
元
事
業
者
か
ら
の
寄

付
に
よ
る
牛
肉
１
５
０
キ
ロ

が
納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

議　

員

　

給
食
へ
の
食
材
納
入
は
、価

格
や
規
格
に
制
限
が
あ
り
難

し
い
部
分
で
あ
る
。学
校
給
食

に
七
戸
町
産
の
食
材
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
た

め
の
仕
組
み
を
作
る
考
え
は
。

教
育
長

　
食
材
納
入
事
業
者
へ
は
、七

戸
町
、
東
北
町
、
両
町
の
地
元

食
材
を
優
先
し
た
調
達
、ま
た

調
達
で
き
な
い
食
材
に
つ
い

て
は
、青
森
県
産
の
順
で
調
達

す
る
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

方
針
を
示
し
、地
元
食
材
を
優

先
し
た
食
材
納
入
に
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。今
後
も

地
元
食
材
の
使
用
割
合
を
高

め
る
た
め
、地
産
地
消
の
促
進

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

一問一答方式

向中野幸八 議員

町長

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

当
町
の
自
殺
者
数
の
状
況
と

防
止
対
策
に
つ
い
て

公
立
七
戸
病
院
の

負
担
金
に
つ
い
て

学
校
給
食
へ
の
七
戸
町
産

食
材
の
提
供
に
つ
い
て



（11）　第 67 号 令和４年２月１日議 会 だ よ り

議　

員

　

広
報
11
月
号
に
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
実
施
の

お
知
ら
せ
」の
掲
載
が
あ
り
ま

し
た
。そ
こ
に
は
、接
種
実
施

の
お
知
ら
せ
の
は
ず
が
、注
意

書
き
と
し
て
、高
齢
者
及
び
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
（
内
部

障
が
い
）所
持
者
に
つ
い
て
は
、

公
立
七
戸
病
院
の
予
約
は
完

了
し
ま
し
た
と
書
か
れ
て
お
り

ま
す
。広
報
は
、月
初
め
に
町

内
会
長
や
集
落
の
連
絡
員
に

配
達
さ
れ
ま
す
。そ
こ
か
ら
分

別
な
ど
を
し
て
町
民
の
皆
さ

ん
に
届
く
の
は
、４
、５
日
後

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
実
施
の
案
内
記
事
は
、

案
内
に
も
か
か
わ
ら
ず
、す
で

に
終
わ
っ
て
い
る
と
い
う
内

容
は
、お
か
し
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。例
え
ば
、ワ
ク
チ
ン
の

配
分
量
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
か
、も
う
少
し
町
民
が

わ
か
り
や
す
い
説
明
が
記
載

さ
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
、

当
町
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
量
と
配

分
方
法
は
。

町
　
長

　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
と
違
い
、
国
、
県
か
ら

町
へ
配
分
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。町
で
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、ワ
ク

チ
ン
確
保
か
ら
接
種
ま
で
を

各
医
療
機
関
に
委
託
し
て
お

り
ま
す
。
各
医
療
機
関
は
、
使

用
実
績
を
勘
案
し
、医
薬
品
卸

売
業
者
等
に
ワ
ク
チ
ン
の
量

を
要
望
し
ま
す
が
、全
国
的
な

供
給
量
に
比
例
し
て
ワ
ク
チ

ン
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
今
現
在
、
町
内

３
医
療
機
関
の
高
齢
者
用
ワ

ク
チ
ン
数
は
、約
４
０
０
０
人

分
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

11
月
26
日
に
七
戸
病
院

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
12
月
か

ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
予
約
を
受
け
付
け
し
ま

す
と
い
う
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

広
報
で
は
、予
約
受
付
が
終
わ

っ
た
と
案
内
が
あ
り
、病
院
で

は
予
約
を
受
け
付
け
し
ま
す

と
い
う
、こ
れ
で
は
町
民
が
混

乱
し
ま
す
。そ
こ
で
、広
報
11

月
号
の
予
防
接
種
実
施
の
お

知
ら
せ
を
掲
載
す
る
時
点
で
、

高
齢
者
及
び
身
体
障
害
者
手

帳
１
級（
内
部
障
が
い
）所
持

者
に
つ
い
て
、七
戸
病
院
で
の

予
約
が
終
了
し
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

町
　
長

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
10
月
８
日
付
け
で
対
象

者
に
通
知
文
書
を
発
送
い
た

し
ま
し
た
。通
知
文
書
発
送
後
、

ま
も
な
く
し
て
七
戸
病
院
か

ら
予
約
受
付
が
完
了
し
た
と

の
連
絡
を
受
け
た
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、こ
の
辺
の
解
釈
の

違
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま

す
。
今
回
は
、
改
善
点
が
い
ろ

い
ろ
見
つ
か
り
ま
し
た
。町
民

の
方
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
。早
急
に
改

善
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

  広報11月号に掲載された、
「インフルエンザ予防接種実施のおしらせ」
  の案内は適切であったか

一
般
質
問

内容等に改善点があり、お詫びをし、
早急に改善するようにしました

田島　政義 議員

一問一答方式

町長

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

　皆さん、こんにちは。議会についての？（はてな）をにんに君
が毎回わかりやすく解説していきます。
「教えて！にんに君」

Vol.5　「町議会は、
見たり聞いたりできるの？」

今回は、「本会議」と「全員協議会」の傍聴方法等について
お話しします。
　議会でどのようなことが話し合われているかなどを知るために、どなたでも
実際に本会議や全員協議会を「傍聴」していただくことができます。

〇本会議の傍聴　　本会議の傍聴をご希望の方は、議場入口で傍聴人受付簿に氏名、住所のご記入をお願いします。
　　　　　　　　　定員は、通常は４０名ですが、コロナ禍により現在は２０名としております。
〇全員協議会　　　会議開会時に、七戸町まちづくり条例第１０条（町議会の会議は、公開を原則とし…）の規定によ
　　　　　　　　　り傍聴の許可が許されたときに限り、傍聴が可能です。定員は、本会議と同様です。

傍聴席から見た

議場の様子だよ

〇本会議、全員協議会の傍聴
・議場入口で氏名・住所の記入
・定員４０名（現在は２０名）
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一
般
質
問

テレビリモコンの “ｄボタン ”を活用した
自治体広報の導入を考えている

インターネットの広報番組で
　　　　行政案内をする考えは

議　

員

　

近
年
、世
の
中
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
認
識
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
な
事
態
が
多
発

し
て
い
ま
す
。世
界
規
模
で
の

異
常
気
象
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ま
ん
延
、国
際
間
で

の
紛
争
、ク
ー
デ
タ
ー
に
人
権

問
題
な
ど
、枚
挙
に
い
と
ま
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
内
に
目
を
向
け
て
み
て

も
、自
然
災
害
に
燃
料
の
高
騰
、

無
差
別
殺
傷
事
件
、
子
供
の

虐
待
、
新
政
権
の
誕
生
な
ど
、

私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

大
き
な
事
態
が
発
生
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

現
代
に
生
き
て
い
る
私
た

ち
は
、そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中

で
様
々
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
的
確
に
入
手
し
、適
切
な

対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。小
さ
な
町

な
か
の
町
民
一
人
に
と
っ
て

も
、今
や
情
報
は
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
一
つ
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、そ
の
よ
う
な
重

要
な
情
報
を
ど
こ
か
ら
入
手

し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。か
つ
て
は
、多
く
は
新
聞
、

ラ
ジ
オ
、テ
レ
ビ
な
ど
で
あ
り

ま
し
た
。現
在
は
、そ
れ
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
加
わ
り
、む

し
ろ
そ
れ
ら
に
取
っ
て
代
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
必
要
な
情
報
は
、

個
々
人
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、行
政
か
ら
発

信
す
る
情
報
は
、確
実
に
個
々

に
伝
わ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
か
ら
発
信
す
る
情
報
は
国

民
へ
、県
か
ら
発
す
る
情
報
は

県
民
へ
、町
か
ら
発
す
る
情
報

は
町
民
に
伝
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。先
に
、国
は
コ
ロ

ナ
禍
で
の
緊
急
事
態
宣
言
や

行
動
の
自
粛
に
関
し
て
、き
ち

ん
と
し
た
説
明
を
せ
ず
、国
民

に
混
乱
を
与
え
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。適
切
な
時
期
に
適
切

な
言
葉
で
状
況
と
方
針
の
説

明
と
が
共
有
さ
れ
る
べ
き
で

あ
っ
た
と
、多
く
の
人
は
感
じ

て
い
ま
す
。必
要
な
と
き
に
必

要
な
説
明
が
な
さ
れ
な
い
こ

と
に
対
し
、人
は
不
満
と
不
安

を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、様
々
な
大
き
な
変
革

が
予
想
さ
れ
る
な
か
、的
確
な

情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

議　

員

　

当
町
の
行
政
に
つ
い
て
、
町

民
及
び
町
外
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
ど
の
よ
う
な
意
図

で
行
う
か
、
伝
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
毎
戸
配
布
の

広
報
し
ち
の
へ
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
が
こ
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
に
ど

の
よ
う
な
方
法
で
行
政
の
案

内
を
知
ら
し
め
て
い
る
か
。行

政
の
案
内
を
町
民
に
伝
え
る

手
段
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
。

町
　
長

　
行
政
案
内
を
伝
え
る
手
段

と
し
て
は
、町
の
広
報
誌
や
チ

ラ
シ
等
の
紙
媒
体
に
よ
る
も

の
の
ほ
か
、防
災
無
線
や
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
、町

民
に
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
７
月
か
ら
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
ラ
イ
ン
で
、町
の
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。個
人
が
ア
カ
ウ
ン
ト
に
登

録
し
て
い
た
だ
く
と
、町
が
発

信
す
る
行
政
情
報
や
災
害
情

報
な
ど
を
自
動
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
、
現
在
、
約
５
０

０
名
が
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

現
状
、
町
民
か
ら
は
、
様
々

な
こ
と
で
町
か
ら
の
情
報
が

伝
わ
っ
て
こ
な
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
予
約
方
法
、プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
・
飲
食
券
の
販
売
方
法
、

風
力
発
電
の
必
要
性
や
環
境

適
合
性
な
ど
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。確
か
に
一
般
的
な
情

報
は
、広
報
誌
で
周
知
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
が
、広
報
誌
は

月
に
一
度
で
あ
り
、適
時
性
に

欠
け
、情
勢
に
応
じ
た
情
報
の

発
信
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
市
町
村
で
は
、ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
広
報
番
組
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
、

も
っ
と
簡
単
に
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

広
報
番
組
で
行
政
に
つ
い
て

案
内
す
る
考
え
は
。

町
　
長

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

動
画
配
信
の
試
み
と
し
て
、地

域
お
こ
し
協
力
隊
が「
し
ち
の

へ
ち
ゃ
ん
ね
る
」と
い
う
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
立
ち
上
げ
、町
の

魅
力
や
情
報
を
伝
え
る
動
画

を
10
月
ま
で
に
11
本
制
作
・

投
稿
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も

町
の
魅
力
や
行
政
情
報
を
伝

え
る
有
効
的
手
段
の
一
つ
と

な
れ
る
よ
う
に
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
自
宅
に
パ
ソ
コ

ン
が
な
い
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
っ
て
い
な
い
高
齢
者
な

ど
へ
の
情
報
伝
達
の
手
段
と

し
て
、テ
レ
ビ
リ
モ
コ
ン
の
ｄ

ボ
タ
ン
を
活
用
し
た
自
治
体

広
報
の
導
入
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広
報

番
組
と
い
う
の
は
、行
政
に
と

っ
て
強
力
な
武
器
に
な
る
と

思
い
ま
す
。今
後
と
も
、ｄ
ボ

タ
ン
を
活
用
し
た
自
治
体
広

報
も
そ
う
で
す
が
、町
の
広
報

を
ぜ
ひ
と
も
動
画
で
配
信
す

る
よ
う
な
方
針
を
と
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一問一答方式

山本　泰二 議員

町長

行
政
広
報
に
つ
い
て



（13）　第 67 号 令和４年２月１日議 会 だ よ り

◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開
催
日
　
令
和
３
年
11
月
11
日

案
　
件
　
①
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

②
令
和
３
年
委
員
会
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

③
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出

内
　
容
　
①
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議
し

た
。

　
　
　
　
②
委
員
会
報
告
と
し
て「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
感
染
症
の
今
後
の
状
況
に
対
応
し
た
施
策
を
推

進
す
べ
き
で
あ
る
」、「
人
口
減
少
抑
制
の
た
め
、

雇
用
創
出
の
促
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
」、「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
後
の
課
題
の
調
査
を
図
る

べ
き
で
あ
る
」、「
道
の
駅
周
辺
の
開
発
の
調
査
を

図
る
べ
き
で
あ
る
」、「
公
立
七
戸
病
院
へ
の
負
担

金
支
出
に
つ
い
て
は
、
効
率
性
と
計
画
性
を
求
め

る
べ
き
で
あ
る
」
を
町
当
局
へ
要
請
す
る
こ
と
に

し
た
。

　
　
　
　
③
令
和
４
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、「
行
財

政
改
革
」、「
総
合
計
画
」、「
町
の
活
性
化
対
策
」、

「
そ
の
他
の
所
管
事
務
」
に
つ
い
て
、
継
続
調
査

申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

開
催
日
　
令
和
３
年
11
月
12
日

案
　
件
　
①
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

②
令
和
３
年
委
員
会
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

③
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出

内
　
容
　
①
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議
し

た
。

②
委
員
会
報
告
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
等
感
染
症
の
状
況
下
に
お
け
る
経
済
対
策
を
促

進
す
る
べ
き
で
あ
る
」、「
産
業
の
振
興
を
図
る
た

め
に
、
高
付
加
価
値
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
並
び
に

後
継
者
育
成
を
図
る
べ
き
で
あ
る
」、「
起
業
・
創

業
支
援
を
図
る
べ
き
で
あ
る
」、「
生
活
路
線
・
上

水
道
及
び
生
活
排
水
の
整
備
を
計
画
的
に
整
備
す

る
べ
き
で
あ
る
」、「
七
戸
町
に
適
合
し
た
農
地
集

積
を
図
る
べ
き
で
あ
る
」、「
公
共
事
業
等
の
早
期

発
注
を
継
続
的
に
図
る
べ
き
で
あ
る
」を
町
当
局

へ
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
③
令
和
４
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、「
生
活

路
線
及
び
生
活
排
水
路
の
整
備
状
況
」、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症
拡
大
状
況
下
に
お
け
る

農
畜
産
及
び
商
工
業
の
振
興
」、「
そ
の
他
の
所
管

事
務
」
に
つ
い
て
、
継
続
調
査
申
出
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
し
た
。

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

開
催
日
　
令
和
３
年
11
月
15
日

案
　
件
　
①
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
②
令
和
３
年
委
員
会
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

　
　
　
　
③
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出

内
　
容
　
①
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議
し

た
。

　
　
　
　
②
委
員
会
報
告
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
感
染
症
の
状
況
下
で
の
教
育
・
福
祉
へ
の
対
策

を
今
後
も
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
」、「
縄
文
遺
跡
群

及
び
文
化
財
の
保
存
・
整
備
・
活
用
を
図
る
べ
き
で

あ
る
」、「
環
境
整
備
対
策（
不
法
投
棄
及
び
水
質
汚

濁
等
）の
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
」を
町
当
局
へ

要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。

③
令
和
４
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、「
子
育
て

支
援
対
策
」、「
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
教
育
、
文
化
、

体
育
施
設
の
整
備
状
況
」、「
環
境
問
題
」、「
そ
の

他
の
所
管
事
務
」
に
つ
い
て
、
継
続
調
査
申
出
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

開
催
日
　
令
和
３
年
11
月
17
日

案
　
件
　
①
12
月
定
例
会
の
提
出
議
案
等

②
令
和
３
年
委
員
会
報
告
書
及
び
閉
会
中
の
継
続

調
査
申
出
書
に
つ
い
て

③
各
常
任
委
員
会
の
委
員
会
報
告
書
及
び
閉
会
中

の
継
続
調
査
申
出
書
に
つ
い
て

内
　
容
　
①
総
務
課
長
及
び
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案
等
の
説

明
を
受
け
審
査
し
た
。

②
議
会
運
営
委
員
会
と
し
て
特
筆
す
べ
き
事
項
な

し
と
決
定
し
た
。ま
た
、令
和
４
年
12
月
定
例
会
を

期
限
と
し
、「
議
会
定
例
会
会
期
日
程
及
び
議
会
運

営
に
関
す
る
事
項
」、「
議
長
の
諮
問
に
関
す
る

事
項
」、「
そ
の
他
の
所
掌
事
務
」に
つ
い
て
、継
続

調
査
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

③
町
当
局
へ
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。ま
た
、
令
和

４
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、
所
管
事
務
の
閉

会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し

た
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き
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開
催
日
　
令
和
３
年
11
月
30
日

案
　
件
　
①
議
案
の
追
加
に
つ
い
て

・
七
戸
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
七
戸
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
七
戸
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

内
　
容
　
①
総
務
課
長
よ
り
追
加
議
案
の
説
明
を
受
け
、追

加
日
程
で
審
議
す
る
こ
と
に
し
た
。

開
催
日
　
令
和
３
年
12
月
１
日

案
　
件
　
①
議
案
の
追
加
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

  

（
仮
称
　
七
戸
町
総
合
ア
リ
ー
ナ
新
築
工
事

    

建
築
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

  

（
仮
称
　
七
戸
町
総
合
ア
リ
ー
ナ
新
築
工
事

    

電
気
設
備
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

  

（
仮
称
　
七
戸
町
総
合
ア
リ
ー
ナ
新
築
工
事

    

機
械
設
備
工
事
）

・
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

  

（
除
雪
グ
レ
ー
ダ（
4.0
ｍ
級
）
交
換
購
入
）

・
七
戸
町
土
地
改
良
事
業（
災
害
復
旧
事
業
）の
施

    

行
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

内
　
容
　
①
総
務
課
長
及
び
財
政
課
長
よ
り
追
加
議
案
の
説
明

を
受
け
、追
加
日
程
で
審
議
す
る
こ
と
に
し
た
。

開
催
日
　
令
和
３
年
12
月
３
日

案
　
件
　
①
動
議
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

内
　
容
　
①
動
議
に
つ
い
て
、議
会
改
革
特
別
委
員
会
へ
付

託
す
る
こ
と
に
し
た
。

◎
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会

開
催
日
　
令
和
３
年
12
月
３
日

案
　
件
　
①
令
和
３
年
度
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会
活
動

報
告

「
一
般
国
道
45
号
上
北
自
動
車
道
整
備
促
進
に
関

す
る
要
望
書
」
の
要
望
内
容

１.
道
路
整
備
予
算
の
確
保
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
の
予
算
に
お
け
る
公
共
事
業
関

係
費
の
大
幅
な
増
額
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
経
済
活
動
復
興
の
た

め
の
道
路
整
備
を
実
現
。

・
イ
ン
フ
ラ
再
構
築
の
た
め
の
防
災
・
安
全
交

付
金
等
の
予
算
の
確
保
。

・
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対
策
に
必
要
な
予
算

を
別
枠
で
の
確
保
。

・
老
朽
化
対
策
な
ど
地
域
経
済
の
も
と
支
え
と

な
る
令
和
３
年
度
補
正
予
算
の
早
期
編
成
。

２.

一
般
国
道
45
号
上
北
自
動
車
道
の
整
備
促

進
に
つ
い
て

・
全
線
開
通
に
向
け
た
「
天
間
林
道
路
」
の
令

和
４
年
内
供
用
開
始
。

・
下
北
半
島
縦
貫
道
路
「
野
辺
地
～
七
戸
」
間

の
早
期
事
業
化
。

３.

重
要
物
流
道
路
の
機
能
強
化
、
重
点
支
援
に

つ
い
て

・「
A
！
プ
レ
ミ
ア
ム
輸
送
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど

の
物
流
の
効
率
化
や
地
域
産
業
の
活
性
化
を

支
援
す
る
機
能
強
化
や
重
点
支
援
。

４.

道
路
ス
ト
ッ
ク
の
老
朽
化
や
防
災
・
減
災
へ

の
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

・
予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
持
続
的
に
実

施
す
る
た
め
の
財
源
確
保
や
人
材
育
成
を
含

め
た
市
町
村
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
。

・
道
路
施
設
の
防
災
・
減
災
等
対
策
の
推
進
・

支
援
体
制
の
充
実
。

内
　
容
　
①
建
設
課
長
よ
り
提
出
案
件
の
活
動
内
容
報
告
を
受

け
た
。

編
集
後
記

編
集
後
記

す
。
議
会
の
活
動
を
こ
れ
か

ら
も
今
以
上
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
今
ま

で
同
様
で
は
な
く
、
時
代
や

当
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
議
会

だ
よ
り
に
変
革
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
が
皆
様
方
に

と
っ
て
、
幸
せ
な
年
で
あ
る

こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　 (

向
中
野)

　
令
和
３
年
を
振
り
返
る

と
、
国
内
外
と
も
に
コ
ロ
ナ

感
染
の
対
応
に
苦
し
ん
だ

年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

８
月
の
異
常
気
象
の
発
生

に
よ
り
、
当
町
で
は
今
ま
で

経
験
を
し
た
こ
と
が
な
い
災

害
の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し

た
。

　
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。
長
年
の
願
望
で
あ

っ
た
世
界
文
化
遺
産
に
史

跡
二
ツ
森
貝
塚
が
登
録
と

な
り
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、

い
つ
も
読
み
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
く
を
考
え
て
い
ま

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
１
月
６
日
・
13
日
　
開
催

委
員
長
　
山
　
本
　
泰
　
二

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

委
　
員
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
　
　
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

　
　
　
　
向
中
野
　
幸
　
八

　
　
　
　
中
　
野
　
正
　
章


